
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 45 号 

令和 3年 9月 15日発行 

NPO法人八千代オイコス 

http://www.yachiyo-oikos.jp/ 

 

 

コロナウイルスの感染拡大により、否応なく活動の制限がかかり、街は灯が消えたよう

でした。あらゆる施設が閉館され、買い物も自粛が叫ばれ、子ども達の声も街から消えま

した。年が明けて、コロナウイルスの正体が少しずつ分かってきて、私たち、八千代オイ

コスも、徐々に足を踏み出しました。八千代オイコスの活動は、花輪川整備を始め、市民

の皆さんとの事業も、戸外での活動が主体で、飛沫感染等のリスクは相対的に低いと考え

られる事から、年初より昨年中止した事業も取り組む事にして計画しました。 

 米づくり体験は、市民の皆さんが、待ってました、とばかり、初日で応募が満員となり、

５月９日の田植えは二年ぶりの歓声が湧きました。春のエコウォーキングは５月に実施、

多くの市民の方に参加いただき、青空と緑の下、楽しくウォーキングしながらの清掃活動

に心地よい汗を流されました。そして、オイコスの活動の原点ともいえる、子ども達に川

や水、生き物の大切さを学んでもらう川の学校と、夏の風物詩のホタル鑑賞会も、８月１

日、午前中と夜、同日に開催する事が出来、夏の一日を子供も大人も楽しんでいただきま

した。 

 自然を大切にし、自然を楽しみ、自然の恵みに感謝する、そんな活動が少しずつ出来る

ようになってきました。                

八千代オイコススタッフ 小林 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 月 1 日（日）川の学校を 2 年ぶりに開催しました。 
参加者は、小学 2 年生～中学生の 16 名、保護者 3 名。八千代東高校 JRC 部と図書委員会の生徒 8

名と教諭 2 名。オイコス 12 名の合計 41名です。今年は新型コロナ対策を踏まえ、募集人数を減ら
し、開催時間も 8 時～11 時の 3 時間、検温、消毒、マスク着用・・など対応しました。緑が丘駅に
集合し、花輪川の始まりを見ながら、活動場所の土橋まで歩きました。「少し疲れた！」の声があり
ましたが、水調べ、生き物探し・・と元気に活動していました。マスク着用ですので、こまめに水
分補給の声掛け、子ども達の安全管理、時間管理など高校生のボランティアさんが大活躍してくれ
ました。 
 水質は透明度、色、臭い等五感を活かして調べた結果、「結構きれいじゃない！」との声。生き物
探しは、最初は網ですくうだけでしたが、川底や、草の生えているところに足を踏み入れることが
できるようになると、ドジョウ、ヨシノボリ、ザリガニ・・等捕まえるたびに歓声が上がりました。
4 班での活動の結果は、班からの一押し生き物紹介です。班のメンバーの合意形成もできたのでは？ 
 オイコスとして、川の学校が始まる前は特に活動場所の草刈り、水深確認など、花輪川の整備作
業に力が入ります。みんなの思いが詰まった「川の学校」です。   

オイコススタッフ 桑波田 
 

ぼくが、初めて川の学校に申し込んだのは、三年生の時でした。でも、三年生の時は台風で行け
ませんでした。四年生の時も台風で行けず、五年生の時こそはと思っていたけれど、新型コロナウ
ィルスで開催されませんでした。なので、六年生で念願の川の学校に行くことができ、さらに弟も
一緒に参加できたので、余計に期待感で心がワクワクしました。 
 当日、花輪川について水質検査をした後、川に入りました。つかまえたのは、ザリガニ、ヨシノ
ボリ、フジエビなどでした。他の班では、メダカやトンボのヤゴなどもつかまえていました。生き
物がたくさんいて、とても楽しくつかまえられました。ぼくが、一番心に残った生き物は、カワム
シやカゲロウのヤゴ、マツモムシです。 
今回、高校生のお兄さんたちや同じ班の子たちとたくさん話ができて、とてもうれしかったです。

高校生のお兄さんたちは、川の深いところを教えてくれたり、話をしてくれたりと、カッコよかっ
たです。また川の学校に参加したいです。ありがとうございました。 

小学６年 西村悠希 
 

今年の夏に初めて「川の学校」に中学生の兄と参加しました。まずは花輪川のことやこれからの
説明を受けてから班ごとに歩いて川に向かいました。 
 川に到着すると、すぐには川に入らず、とうめいカップに川の水をすくい色とにおいを調べまし
た。川の水はすけてとうめいで、においもありませんでした。その後班ごとに川に入り、どんな生
き物がいるか調査しました。気温は高かったのに川の水は冷たくて気持ち良かったです。エビを網
で捕まえました。ザリガニやドジョウもいました。ひと班ごとに 1 番珍しい生き物を選んで観察用
の容器に入れました。水からあがった時靴を脱ぐと、靴の中も足も泥だらけでした。 
 最後に、班ごとに選んだ生き物を発表し合いました。私の班はメダカとドジョウを選びました。
私は、メダカは飼ったことがあるけど、それより大きかったし、ドジョウは初めて見てさわりまし
た。 帰り道で、壁から水が出るようになっているところからヘビの顔が出ていてとてもびっくり
しました。 
 今年「川の学校」に参加してとてもおもしろくて、いい経験や発見がたくさん出来ました。参加
して良かったです。ありがとうございました。 

  小学５年 早川 奏 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月１日(日)「川の学校 in 花輪川」に八千代東高校 JRC 部と図書委員会の生徒の計８名の 1 人とし
て参加しました。小学生達の世話をしながら花輪川で確認できた生き物は２００匹以上になり、中
には絶滅危惧種の生き物も確認することができました。今回私はこのような活動を経験して改めて
自然に触れる事の大切さを知ることができ楽しい時間を経験できましたので、機会がありましたら
再び参加したいと思います。                 

県立八千代東高校 染谷隼司 
 

 
２０２１年（令和３年）５月３０日(日)、NPO 法人八千代オイコス主催エコウオーキングに参加

しました。 

緑ヶ丘駅にキッズとそのママを含む有志の皆さん二十数名が集結、９時２２分発のレインボーバ
スに乗り込み睦中学停留所で下車、そこから徒歩で初夏の陽気の中を緑豊な自然の景色を愛でなが
ら農業センターまで進み休憩。ウオーキングも兼ねて、新川沿いの遊歩道のゴミを可燃物、非可燃
物、ビン、ペットボトルと分別しながら拾い集め、市提供の袋に詰めて集積場所である桑納川公園
まで持ち運びました。桑納川～花輪川と徒歩で遡り、出発地の緑ヶ丘駅に１３時に着。朝自宅を出
発してから帰宅までの歩数２７，４４８歩、日頃の１日１万歩の目標を大きく上回るウオーキング
に心地良い疲労感を感じた一日でした。  

途中で立ち寄った睦の森や睦小学校では休日を利用して野球の練習をしている子供達を目にして
コロナ禍にめげず外に飛び出す元気な姿に自分の子供の頃と重ねて逞しさを感じました。途中での
要所毎の小林リーダーの的確な説明もあり一層興味を覚えました。新川開削に２４２年の歴史があ
り、かつて氾濫の度に水害に悩まされ横死する人もあったと伝えられている印旛沼水系が昭和の工
事成功の後に今日の穏やかな新川の姿になっていることも 

説明されました。水野忠邦による天保の改革の一環として、 

当時忍び寄る外国からの脅威に備え江戸湾を封鎖されても 

江戸に物資を運搬できること目的とした第３次の開削と挫 

折については松本清張の小説「天保図録」にその経緯が歴 

史的事実即して記述されているのを思い出しながら江戸時 

代の先人の苦労を偲びました。新川・桑納川べりでは、多 

くの太公望が魚の掛かるのを待ってノンビリと釣り糸を垂 

れていました。桑納川に注ぐ花輪川周辺には紫陽花が咲き 

始め、季節に彩りを添えていました。 

人工２０万に増加した八千代市は他方では豊な自然を残 

すふるさとの風情も残していて、この環境をこれ以上破壊 

することなく守り保っていくことが大切と思いました。 

七十有余翁人 

 

オイコスでは毎年 6 月に花輪川堤にサルビア（緋衣
草）の植え付けをしています。植え付けには花壇の確
保と整備が必要です。4 月からパンジーの引き抜きや藪
がらし、どくだみ、スギナやその他の雑草の草取りを
しておりました。5 月には去年３列に植栽できた花壇が
狭くなり２列となってしまいましたので、足りない分、
竹藪の脇を開墾しました。 
6月 25日のサルビア植栽は朝 10時に 3名で緑化推進

事務所に行き、赤い蕾の苗 740 鉢を頂き花輪川へ運び
ました。川で仲間 5 名と合流し、各エリアに分かれ、 

 畝と畝の間に苗を植え付けました。曇り空で、作業は順調に進みました。その後蕾は満開になり、
証拠写真を撮り、ボリュームアップの為に、藤田さんと忍んで全部の花の摘芯をしました。次の
日、金室さんと川の水をポンプで揚げ、タライにため、液肥を水で薄め、ジョウロで全部のサル
ビアに追肥をしました。まだまだ残暑ですが緑の景色のなかにボリュームアップしたサルビアのラ
インをみるのが楽しみです。 
                               オイコススタッフ 新谷 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 米づくり体験 
～コロナ感染予防対策の検討を重ねて～ 

 

連休明け最初の日曜日。未明の強風も止み今年一番の暑い日となりました。公募家族 13 家族 41

名とスタッフ 12名＋講師 1名山崎さんの指導の下で田植えを行いました。 

緊急事態宣言の中、検温・消毒・ディスタンスを取り、参加者を二部制にし、密にならないよう

にするなど何度も検討を重ねてこの日を迎えました。田んぼの両端から等間隔目印のロープを張り

「もち米」「うるち米」の順で手植えを行いました。 

本来ならば田植えの後は田んぼの脇で昼食をとりながら景色を楽しんでもらうのですが、コロナ渦

の中それも出来ず、現地集合・現地解散となりました。その後二度の草取りを経て、稲は順調に育

っています。八月半ばを過ぎた今、黄金に色づき始めた稲穂が風に揺られてゆったりとうねってい

ます。秋の収穫が楽しみです。                  オイコススタッフ 金室 
 

家族総出で参加 
 

 一昨年の米作り体験に参加させていただきまして、次の年もぜひ参加したかったのですが、昨年

はコロナ禍のために体験募集はなく大変残念でした。そして今年はついに募集のお声がかかり、家

族総出での参加ができて本当に良かったです。一昨年は全員で一日掛りでの田植えでしたが、今年

は密を避けるため午前、午後に分けての作業でした。私は午後の部となり、前回 

のように一日参加できなかったことは少し残念に思いました。当日は風は強かったですが、晴れ間

がのぞく中、久々の田んぼに胸を躍らせて現地へ向かいました。私は前回の田植え体験を覚えてい

たので、田んぼの中の動きづらさは大丈夫でしたが、前回参加したはずの長男はすっかり忘れてい

たようで、土に足を取られる感じに驚いていました。また、今回初参加の夫と次男も思った以上に

足が取られる感じに苦労していました。悪戦苦闘していた家族ですが、田植えという貴重な体験を

することができ、今回もまた米作り体験を実施してくださったスタッフの皆様に感謝です。みんな

で頑張って植えた苗が、これからぐんぐん成長していくのが楽しみです。さらに、稲刈り、稲架が

けも楽しみにしています。 

山室 友子 
 

 田植えの昔と今 

ぼくは初めて田植え体験をして、昔の田植えをしていた方々に感心しました。理由は、今では田

植えはほとんどが機械で行っているそうですが、昔の方々はそれを人力で行っていたからです。大

変な重労働だったろうと思います。 

 ぼくは水田の中を移動する時、足が泥にはまってしまい、うまく動けませんでした。 一歩進む

のに 20～30秒かかったため、田植えをする水田がもっとたくさんあったら…と考えると、気が遠く

なる思いがしました。 

 機械化は便利で良いことかもしれませんが、一方で、手作業で田植えをする事にも良いことがあ

ります。それは自然と間近に触れ合えることです。水田の近くにはオケラやカエルがいて、兄と一

緒につかまえて遊びました。今回の田植えはとても良い経験でした。秋に大好きなお米を収穫する

のが今から楽しみです。 

小学 6年 末村 禮二郎 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田の草取り 
～除草剤を使用しないための工夫と田んぼの生き物～  

                   

2021 年 6 月 6 日（日）田植えから約一ヶ月が経過し田んぼの中の

草取り第１回目を行いました。体験家族 10 家族 24 名とオイコスス

タッフ 6 名＋講師が参加しました。稲は順調に発育しており、全体

的に雑草は少ないですが中心付近は小さな雑草がたくさん生えてい

ました。水たまりには「オタマジャクシ」がたくさん泳いでおり「オ

ケラ」や「トノサマガエル」も確認できました。昨年購入した「水

田用中耕除草機」を初めて使用しました。「中耕除草」の中耕(ちゅ

うこう)とは作物の生育の途中で根ぎわの表土を浅く耕すことです。

除草を兼ねるので「中耕除草」と呼ばれます。中耕除草にはお米の

無農薬栽培の他に①稲の根に酸素の呼吸と発根や肥料の吸収を促

す。②土中の硫化水素やメタンガスなどの有害ガスを抜く。③雑草

の防除等の効果があります。 

 第２回目の草取りは荒天により一週間延期して 7 月 11 日（日）に

体験家族 11 家族 31 名とオイコススタッフ 11 名＋講師が参加して

実施しました。「中干し」の時期を前に田んぼの水はありませんが田

んぼの土は柔らかく足を取られながら背の低い雑草取りを行いまし

た。稲の発育状況は木陰となる道路側や水口付近は冷たい井戸水の

影響で稲の生育は毎年良くありませんが概ね順調です。田んぼの畔

では「カエル」や「シオカラトンボ」が確認できました。 

オイコススタッフ 宮竹 

 

私はホタルの飛跡を撮影したくて2回とも一眼

レフを準備して撮影に臨みましたが露光時間が

短いのか飛跡がうまく撮れていません。何度か失

敗を繰り返して何れは素晴らしい写真が撮影で

きることと信じて、また来年以降もチャレンジし

たいと思います。オイコスの皆様には毎度のこと

ですが手際のよい運営でお世話になり感謝して

おります。コロナ禍の後を見据えて元気に企画運

営を期待します。 

黒川正敏 

 

 

 田んぼに見る昭和の暮らし 
                    

昭和３０年から４０年頃の話しになりますが、小、中学校、高等学校の頃には、ほぼ全員が生家

の仕事を手伝っておりました。田植などは、隣近所５～６軒の集まりで協働して行っておりました。

最後の家の田植えが終ると食事会・宴会がありました。煮物・天ぷら・鯨の皮の甘酢味噌和え等な

ど。男性には焼酎も。ご馳走が盛り沢山です。最高のひとときでした。 

田植えから一ヶ月後ほどすると家々で田の草取りが始まります。稲の株元を引っ掻き回して、雑

草を取り、丸めて足で埋め込みます。中耕機といったか記憶が定かではありませんが、稲に沿って

転がし、泥水の状態にして雑草を浮かせて回道具がありました。要領が悪いと雑草が残り、母が草

取りをやり直していたのを思い出します。 

各農家では動力源として牛や馬などの家畜を飼っていましたので、雑草のヒエは家へ持ち帰り家

畜の餌にしました。田んぼではタニシ、小川ではシジミ、ミナ貝などを取りおかずにしていました。

ウナギの蒲焼きや手長エビの醤油煮は最高のご馳走でした。 

オイコススタッフ 金田 

 

 

2021年ホタル観察会に参加して 
～ホタルの乱舞をシャッターに～ 

オイコス主催ホタル観察会の参加は 2019年と今回で 2回目となります。石神谷津は数少ないヘイ

ケボタルが見られる場所とのことですが、以前よりはホタルの数は減少しているようで寂しい限り

です。19時半を過ぎるころにはホタルの点滅も多くなり乱舞が見られて感激しました。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オイコスかわら版編集長より、上記のお題をいただきまし

た。結構重い？深い？テーマです。私たち里山活動団体は、

山、田んぼ、川、畑等での活動を継続しています。初めて「活

動しよう！」と立ち上がった方は、荒れた現状を目の当たり

にして、「何とかしよう！」と熱い思いがこみあげたのでは？

と想像します。将来はどのような里山にするか？など、新し

い仲間とともに、保全・活用するために現状を知り、地域と

つながり、暮らし、文化、経済など社会ともつながることを

体得します。足元から世界を見て持続可能な里山を‼と思います。 

「日本ボーイスカウト千葉県連盟」から感謝状 

２０２１年７月１１日八千代オイコスの定例会、奇しくも

ＮＰＯ法人から任意団体へ切り替えに先立ち行われた八千代

オイコス設立総会の冒頭で、「日本ボーイスカウト千葉県連

盟」から感謝状を頂きました。我が八千代オイコスが、ボー

イスカウト運動発展に大いに寄与したとの感謝状です。これ

からもいろいろな団体と関わりあい、花輪川にいつまでもた

くさんの笑い声や歓声が響き渡っていることを願ってやみま

せん。 

 

発行責任者：金室 彰 

事務局＆問合せ：小林 

090-1842-8738 

mail：info@yachiyo-oikos.jp 

 

編集後記 
コロナ禍は落ち着く気配が見えない状況が続いています

が、八千代オイコスでは、できるかぎりの感染防止対策を

とりながら米づくりや川の学校を再開させました。何度も

話し合いを重ねながらの開催でしたが、花輪川に、島田の

田んぼに、子ども達が駆け回り歓声を上げている様子に、

スタッフ一同目尻が下がりっぱなしでした。 （NONN） 

 

 

 

 

今、世界では、持続可能な社会を目指して 2030 年を目標に SDGs（持続可能な開発目標）」を掲げ

て動いています。最近はテレビ、小学生の教科書、行政のまちづくり、環境保全計画などにも掲示

され、目にする機会が増えています。  

SDGs は他人事、自分との関りが分からない？の場合は、SDGs の「15 の陸の豊かさを守ろう」を

軸として、他の目標とのつながりを考えてみましょう。私にもできる SDGs が見えてきます。ゴール

の 2030 年まであと 9 年。人も生き物にも持続可能な社会を目指しましょう！ 

                               オイコススタッフ 桑波田 

 

≪ 会員を募集しています ≫  

八千代オイコスでは現在会員を募集しています。環境保全や地域の自然保護な

どに関心をお持ちの方一緒に活動しませんか!!お問合せは事務局まで。 

 


